














































このように、これまでの先行研究においては、 「カギ の実態や律令財政面における「カギ」の役割 古代日本と朝



































『和名類聚抄』を基本資料の一つとして編纂された『色葉字類抄』 （橘忠兼撰、一二世紀）の「前田本」には、 「鑰」と「鎰」の両方に「カギ」という訓を付け、 「鎰」には「俗用之」と付け加えている。また、 「鑰匙」には「カドノカギ」 ある。 「カドノ は「門ノカギ」であると考えられ、 『和名類聚抄』における「鑰匙」を「門乃加岐」とする記述と一致す平安末期に成立したとされ、同じく『和名類聚抄』を基本出典の一つとする『類聚名義抄』 （観智院本）をみると、









り、 『類聚名義抄』には、 「鎰」を「カギ」とする 俗」の用法と重量の意味を表す「正」の用法の両方が記載されていることになる。なお、
『和名類聚抄』にはない「鏁鎰」の項も見え、 「カギ」としている。




同じく中国の『玉篇』 （宋の『大広益会玉篇』 ）にならって編纂された『和玉篇』 （室町中期成立）には、 「鎰」の項目
はなく、 「鑰」に「カギ」の訓が付されている。 『篆隷万象名義』と『和玉篇』は両方とも『玉篇』の影響を強く受けていて、その影響で「鎰」を「カギ」の意味で記述していなかった

















ある。この記述は、 「鑰」が正字で、 「鎰」は の俗字であると解釈できる。このことから、十世紀の遼の国では「鎰」を「鑰」の俗字として使用していたのではないかと推測できる。
しかし、中国の中原地域における辞書である『広韻』 （陳彭らにより一〇〇八年成立）と『集韻』 （丁度らにより一〇
三七年成立）には「二十四両為鎰」とあって、先述した『玉篇』と数量は異な もの 、重量を表す意味としては共通していて、共に「カギ」とはしていない。








































1 」の字形の旁に草冠をつけた形になっていて、 「鑰」とも「鎰」とも字形が一致しないが、 「鑰」のほうに近い字
















   
」と「鑰」は異体字関係にあると言え、表二に挙げた字形も「鑰」ではなく、 「鑰」の異体字で
ある「






































略した字と考えられる め、一緒に挙げておいた。このように、 「鎰」の場合は、 「鎰」字形と少し異なるものもあるが、 「鎰」に近いと見られるので 便宜上「鎰」字形で代表しておく。
表二の「鑰」の字形と表三の「鎰」の字形を比較してみると、旁の下半分が違うだけである。即ち、 「鎰」の「皿」
の最終画を少し短くして、上に上げ と表二であ た「鑰」の字形になる。正倉院文書で 字形の複雑な「鑰」をそのまま書き表すことはなく 略して書いている。 「鎰」と「鑰」 使用数を比較してみると、五：四九で、 「鎰」の使用数のほうが十倍ほど多い。中国 元々重量を表す意味しか持たなかった「鎰」は 鑰 との字形の類似性と画数が少なくて書きやすいという利便性から
、
正倉院文書においては、 「カギ」の意味を持つ字として普通に使われていて、






































然である。即ち、 の使用頻度のほうが「鑰」より遥かに高く、両字の間に使い分けはなかったようだ。このことは、木簡や正倉院文書のような日常ふだんの文書行政を書き表す場におい は画数が少なくて、書 やすい「鎰」のほう
を多用していたことを意味する。さらに、 「鎰」を略した 益 が正倉院文書にも木簡にも「カギ」の意味で使われ
たことは、 「鎰」が「カギ」を表す字と て日常ふだんの場においていかに定着し かを物語っているかのようにみえる。二：四
　
古代中国における「鑰」の使用例
「鎰」を「カギ」の意味で使用し、 「鎰」の使用例のほうが「鑰」より遥かに高い日本と違って、古代中国では「カギ」を表すのに「鎰」を使うことはなく、 「鑰 使用している。最近発見されて 唐令」復元に注目されている北宋の「天聖令」 （明代写本）における使用例をあげると以下の通りである。　
︻資料二
－ 一︼倉庫令巻第二十三（ 『天一閣蔵明鈔本天聖令校證』による。 ）
諸倉庫門、皆令監當官司封鎖署記。
其左右蔵庫、記仍印。


























のように正格な漢文を意識した文献においては「鑰」に近い字形の字を用いていた可能性が高い。しかし、正倉院文書や木簡での用例からも分かるように、 「鑰」と「鎰」は異体字関係にあって同じく「カギ」を表す字と て使われていて、別字とは見られない。 「益」の使用は 鎰 を カギ」の意味で使う用法が日常ふだんの場においては定着していることを表す。新羅では日本と同じく、 「鎰」を「カギ」の意味で使用していた。しかし、古代中国の場合は、石刻資料や「天聖令」 な公的資料でしか確認できなかったが、 のみを 用していた可能性が大きい。第三節
　「鑰」 （ 「鎰」 ）は何を指すのか
前節においては、 「鎰」と「鑰」が各資料のなかでどのように書かれていたかという漢字の「形・音・義」中の「形」











司門条（ 『十三経注疏』 （標点本） 『周礼注疏』 、北京大学出版社、一九九九年
24）司門、
掌授管鍵、以啓閉国門。鄭司農云、 「鍵読為蹇」 。管謂籥也。鍵謂牡。○鍵、其展反、又其偃反、司農音蹇、居免反。籥、羊略反。 ︻疏︼ 「司門」至「国門」○釈曰云、 「掌授管鍵、以啓閉国門」者、謂用管籥以啓門、用鍵牡以閉門、故双言以啓閉。国門即王城十二門者也。
右の注疏による解釈によれば、 「管」は「籥」で、 「鍵」は「牡」である。また、 「掌授管鍵、以啓閉国門」を「用管
籥以啓門、用鍵牡以閉門」と解釈しているので、 「管籥」で「啓門」 即ち門を開け、 「鍵牡」で「閉門」 、即ち門を閉め
愛知県立大学大学院国際文化研究科（日本文化専攻）論集第 13 号（2012）
（ 80 ）
ると理解できる。つまり、 「管籥」 （ 「管」 ）は門を開ける道具である「鍵（
key ） 」で、 「鍵牡」 （ 「鍵」 ）は門を閉める道具
であ 「錠（
lock ） 」ということになる。 「籥」は『玉篇』に「一作
」とあって、中国の宋代に書かれた『集韻』 （十
一世紀）には「
」を「鑰」の正字としているので、 「籥」 、 「




月礼（ 『十三経注疏』 （標点本） 『礼記正義』 、北京大学出版社、一九九九年）
　　
壊城郭、戒門閭、修鍵閉、慎管籥鍵、牡。閉、牝也。管籥、搏鍵器也。○正義曰、城郭当須牢固、故言壊。門閭備擬非常、故云戒。鍵閉或有破壊、故云修。管籥不可妄開、故云審 （中略）正義曰、 「鍵牡閉牝」者、凡鎖器入者謂之牡、受者謂之牝、若禽獣牡牝。然管籥与鍵閉別文、則非鍵閉之物、故云「搏鍵器」 、以鉄為之、似楽器之管籥、搢於鎖内 以搏取其鍵也。按『檀弓』注云、 「管、鍵也」 。則管、鍵一物、此為別者。熊氏云、 「管是鍵之伴類 仍非鍵也。 」注称管鍵者、以類 之、若云隣里然也。管籥云搏 器 則管籥一物、義或然也。而何
胤云、 「鍵是門扇之後、樹両木、穿上端為孔。閉者謂将扃関門、以内孔中。 」按『漢書・五行志』毎云牡
飛及牡亡、謂失其鎖須、須則牡也。
「礼記注疏」は漢の鄭玄の注、唐の孔穎達の疏によるものである。 「鍵牡閉牝」について「凡鎖器入者謂之牡、受者謂之牝」と注記していることから、 「鍵」は錠前の牡金具、 閉」は錠前の牝金具を指すと理解できる。 「管籥」については「搏鍵器也」 「搢於鎖内、以搏取其鍵也 とある で、 「管籥」は錠前を開ける道具であると理解できる。 「然管籥与鍵閉別文」 「管、鍵一物、此為別者」 「管是鍵之伴類、仍非鍵也」という記述は「管籥」 （ 「管」 ）と「鍵閉」 （ 「鍵」 ）が別物を指すことを意味する。『礼記』と『周礼』の注疏では共に「管」 （ 「管籥」 ）を「鍵（
key ） 」 、 「鍵」を「錠（

















key ） 」 ）は朝鮮語の固有語で
ある「金（
soi ） 」を当てているとしている。前でも紹介した雁鴨池遺跡から「策事門思易門金」 （二一三号木簡）と書
かれている木簡が出土しているが、
氏はこれを「策事門」と「思易門」の「鍵（





最後に古代日本において「鎰」 （ 「鑰」 ）は具体的に何を表す字として使われていたのかについてみていきたい。宮原






合田氏は「鎰」 （ 「鑰」 ）につく助数詞




が見える。仁安二年（一一六七）九月廿七日条に五条内裏が焼亡し、翌日官人を遣わして焼跡を実験させ、 「印並盤、鎰七十一隻、鏁一具」を灰燼の中から取り出したとある 、その取り出した物に対して「毎物不損、但印筥下机鎰柄等焼失了」と記述している。即ち 灰燼の中から取り出した物の中で、他の物は大丈夫だが、印鑑の箱の下机と「
鎰柄」





















































































14 」 ） 、 「経蔵益」 （表四の「
N
O








































15 」 、 「
N
O


















15 」 、 「
N
O
26 」 ） 、 「重二両」 （表三の「
N
O







key ） 」を指すことも、 「鍵（
key ） 」と
「錠（











lock ） 」を表すことも、 「鍵（





るものを表すことも、 「クルルまたはカンヌキのカギ」を表すことも、かけがねを表すこともあり、これらは皆和語で「カギ」と呼ぶことから考えて、 「鎰」 （ 「鑰」 ）は和語の「カギ」に対応する表記であることが推測できる。そこで、 『万葉集』において「鎰」が使われているのは、恐らく「鎰」が「カギ」という和語を表す字として倭歌（ヤマトウタ）を書いた『万葉集』にふさわしいからであろう。ところで、和語としての「カギ」は「鍵（
key ） 」と「錠（
lock ） 」の総





























  山里純一「不動穀について」 『日本歴史』三六〇号、一九七八年；同「正倉の『カギ』の問題について」林陸朗・鈴木靖民編『復元天平諸国正税帳』現代思潮社、一九八五年
5　




































 「止佐志」は「開鑰 に対する訓である可能性もあれば、 「鑰」に対する訓である可能性もある。 『新撰字鏡』における他の字の
記述から考えて、 「鑰」の訓である可能性が高い。例えば、 「鎩」に対して「所八反鳥羽病乃保支利」と記述しているが「乃保支利」は「鳥羽病」の訓ではく、 「鎩」の訓であるため、 「止佐志」も同じであると考えられる。
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  表を作成するにあたって、資料名は『大日本古文書』 （編年文書）の名称に従っている。文書の出典は正集・続修・続修後集・続修別集の場合は、巻数―紙番号を示し、続々修の場合は帙数―巻数を示す。表裏は、表の場合は表記を略し、裏のみ「裏」と表記する。 『大日本古 書』 （編年文書）は巻数―頁数を表す。字形は、正集・続修・続修後集・続修別集の各表 に属するものは『正倉院古文書影印集成』 （八木書店）の一～十四冊を用い、続々修の各表裏は正倉院文書のマイクロ資料を用いた。画像の縮尺 都合により、一定していない。本文中の︿﹀は割書き 示し ／は改行を示す。
18　
  表を作成するにあたって、遺跡名は奈良文化財研究所の木簡データベースに従っている。本文と字形 出典に挙げているものによっている。ただ、 「
N
O
11 」 、 「
N
O




















 橋本義彦「正倉院の開封 録」 （前掲注６）
27　
  奈良文化財研究所『平城京木簡三』解説、 二〇〇六年；奈良文化財研究所『飛鳥藤原京 簡一』解説、 二〇〇九年；木簡学会『木簡研究』二九号、二三頁
28　































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Expressions of “Key” and “Lock” by Chinese Characters
In Ancient East Asian Countries
FANG  Guohua
Abstract
    This article investigates the Chinese characters used to indicate「錠（lock）」and「鍵
（key）」in ancient East Asian countries. By clarifying the similarities and differences between 
the usages in these countries, I am attempting to uncover the actual situation of the Chinese 
character usages in ancient East Asian countries. In Japanese,「カギ（kagi）」denotes both the 
lock and the key. Henceforth, in this article, when the lock and the key are not distinguished, 
the term「カギ（kagi）」is used, while in the case when they are distinguished, the terms「錠
（lock）」and「鍵（key）」are used. 
    It is observed that the character「鎰」was used to indicate「カギ（kagi）」in ancient 
Japan, the ancient Korean Peninsula and the Liao Dynasty. Although the charactor「 鎰 」is 
the simplified character of「鑰」, the use of「鎰」to mean「カギ（kagi）」is not considered 
appropriate in China. In the Central Plain of ancient China, the charactor「鎰」was only used 
to denote weight. Since the charactor「鎰」was never used in the meaning of「カギ（kagi）」
in the Central Plain of ancient China, it is plausible to conclude that using the charactor「鎰」
to denote「カギ（kagi）」was only available in those neighboring countries of China. 
    In ancient Japan, according to some Japanese literature written in standard Chinese 
such as the “Nihonshoki ” and some old dictionaries aiming at the canonical style in China, a 
character similar to「鑰」in shape（rather than「鎰」）was used to denote「カギ（kagi）」. 
However, in informal contexts, the charactor「鎰」was used to denote 「カギ（kagi）」, and 
the usage had already been established in the 7th century. the charactor「鎰」（「鑰」） could be 
used to denote「錠（lock）」, 「鍵（key）」, and「錠（lock）」and「鍵（key）」as a set, as 
well as the vertical bolt and the horizontal bolt. Since all these things are called「カギ（kagi）」 
in Japanese, a reasonable guess would be that「 鎰 」（「 鑰 」）was the notation in Chinese 
character of the Japanese word 「カギ（kagi）」.
    In ancient China,「鑰」was used to indicate「管鑰」. the charactor「鑰」originally 
referred to the「 鍵（key）」which unlocks a lock, but it also came to denote「 錠（lock）」
due to the confusion in usage in the era when the「 鍵（key）」which unlocks the lock, the 
male metal fittings 「鍵（key）」and the female metal fittings「閉」came to be set together as 
an implement of three parts.
    As for the case in the ancient Korean Peninsula, it is impossible to get a clear picture, 
because there are not enough examples. Thus, I would like to adopt the account given by YUN 
Soentea that「鎰」is used in the meaning of lock, while the Korean word「金（soi）」is used 
to denote「鍵（key）」. 
    In both ancient Japan and the Korean Peninsula, the character「 鑰 」was borrowed 
from China, its simplified character「鎰」came to be used in the same meaning. However, the 
meaning of「鎰」（「鑰」）differed in the languages of these two areas: it referred to「錠（lock）」
in the ancient Korean Peninsula, whereas it indicated「カギ」in ancient Japan.
